
再現実験による富津岬の現状について
ＳＳ学2年 ⽊平⼀颯

研究動機
砂嘴について研究したいと考え、調べていたところ東京湾、富津岬に砂嘴があるこ
とを知った。現在この砂嘴は減少・変形状態にあることを知ったので、原因を調べ
ていこうと思った。
研究⽅法
岬をある程度再現できるモデルの作成ののち、周辺部の地形の変化と海流の関係を再
現していく
①海流部を動かすことのできる富津岬周辺部の再現モデルの作成
右の図の通りモデルを作る。⿊丸は第⼀海堡を、
⿊三⾓は富津岬を、⻘線から中央の⽅向に⽔を流す。
速度⽐は左：右で2：1とする。（実際の速度より）
②富津岬周辺の地形の変化と⼟砂供給の関係について
東京湾内と湾外でそれぞれ新旧の海岸線を作り⾊⽔を流し
砂嘴ができる部分に到達するまでの時間を測定する。

左 外
右 湾内

結果・考察
湾内 湾外

旧 ６秒 ３秒
新 １２秒 ２秒

②①

実験１よりできた砂嘴の変化から砂を運ぶ海流に
影響があったのではないかと考えられる。実験２
から地形の変化後のほうが流速は湾内のみ減速し
ている。このことから砂が岬に到達する前に堆積
してしまうのではと考えられる。
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モデルの右側が写真の上側である。流速
を当時に似せると同じような形になる。


